
『
風
俗
通
義
』

正
失
籍
訳
注
稿

中

本

構

は

、

後

漢

擦

劫

の

訳

注

の

第

二

報

で

あ

る

。

（

上

）

は

要

』

第

五
十
二
号
、
人
文
・
社
会
繍
〈
ニ

O
O六
年
三
月
）
に
掲
載
し

た
。
〈
下
）
は
問
第
五
十
一
一
一
号
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

本
文
に
は
原
則
則
と
し
て
呉
樹
平
明
嵐
俗
通
義
校
懇
』
（
天
津

人
民
出
販
社
、
一
九
八
O
年
）
を
用
い
、
香
港
中
文
大
挙
中
関

文
化
続
究
所
古
風
岱
通
義
遂
字
索
引
』
（
香
港
・
商
務
印
番
館
、

一
九
九
六
年
）
、
玉
利
器
吋
愚
俗
通
義
枝
注
』
（
中
華
警
局
、
一

九
八
一
年
）
、
及
び
季
嘉
玲
「
態
俗
通
義
校
注
」
〈
町
議
鶴
岡
部
範

大
暴
務
究
所
集
刊
』
第
二
十
一
…
媛
、
一
九
七
七
年
）
を
参
熊
し

た
。
残
念
な
が
ら
朱
季
海
古
風
俗
通
義
校
議
』
（
学
捺
警
林
、

一
九
九
六
年
〉
、
慈
説
宮
殿
仲
間
選
議
全
訳
』
（
繋
M
m
人
民
出
銭
社
、

一
九
九
八
年
）
は
入
手
で
き
ず
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

5 
問
問
次
燕
太
子
丹

孝
文
帝

東
方
朔

滋
南
王
安
神
仙

6 7 8 

5
議
太
子
丹
i

道

家

1士

燕
太
子
丹
部
磁
ア
天
爵
雨
粟
’
鳥
｛
口
頭
’
篤
生
角
’
臨
問
中
木

象
学
肉
足
2

’
井
上
株
木
銚
度
護
。

俗
説
燕
太
子
丹
議
欝
於
楽
’
始
皇
執
欲
殺
之
’
一
一
世
間
能
致
此
繍

者
’
一
月
得
生
活
。
出
品
怒
藤
’
於
是
議
梗
鋳
覇
。

議
按
太
史
記
3

：

’

始

皇

一

遇

之

益

不

善

’

丹

恐

商

亡

錦

。

’

密

費

於

期

之

首

’
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管
充
之
地
額
。
秦
壬
一
大
協
’
趨
荷
見
之
。
饗
起
南
側
協
之
関
’

敗
摘
荊
軒
立
死
。
始
皇
一
大
怒
’
乃
議
議
兵
伐
燕
。
燕
王
走
的
問

東
’
捷
鏡
新
丹
謝
秦
’
燕
捧
逢
滅
。
丹
畏
死
謹
騎
耳
’
自
殺

父
所
数
’
手
足
記
紹
’
安
在
其
能
箆
雨
葉
支
（
鈴
一
広
一
疋
乎
c
間
関

所
以
有
葱
語
者
’
丹
寮
好
土
’
無
所
愛
法
也
’
故
間
関
小
論
筋

成
之
耳
。

〔注〕
1

原
題
は
「
燕
太
子
丹
仰
嘆
’
天
箆
南
葉
’
烏
自
頭
’
馬
生

角
’
麗
中
木
象
生
向
足
’
井
上
株
木
銚
度
護
」
で
あ
る
が
、

吋
逐
字
索
引
府
中
に
従
い
、
標
題
を
「
燕
太
子
丹
」
と
改
め
、

原
題
を
本
文
中
の
文
と
す
る
。
呉
綴
一
平
の
一
お
う
よ
う
に
お

そ
ら
く
「
俗
説
」
ゅ
の
文
が
ま
ぎ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ム
サ

こ
れ
に
し
た
が
っ
て
訳
す
。
『
論
欝
』
感
虚
穣
も
比
の
務
会

取
り
上
げ
て
い
る
。
句
史
認
b

刺
客
刑
判
傍
「
太
史
公
日
世
一
定

期
軒
，
其
構
太
子
丹
之
命
。
天
一
部
粟
’
馬
生
角
世
’
太
題
。
」

ま
た
撰
者
不
詳
の
古
小
説
『
燕
丹
子
』
に
「
燕
太
子
丹
質

於
秦
’
楽
王
遇
之
無
諮
，
不
得
意
’
欲
求
陥
問
。
秦
王
不
器
’

謬
畳
一
同
呂
令
烏
白
頭
、
潟
今
一
角
’
乃
可
許
耳
。
丹
仰
天
歎
，

烏
即
｛
口
頭
’
馬
生
角
。
秦
王
不
得
日
開
選
之
」
と
い
う
。

2
『
風
俗
還
義
』
記
典
籍
「
綜
宮
常
以
藤
除
夕
飾
桃
人
’
垂
牽

斐
’
議
虎
於
門
’
皆
迫
殺
於
前
事
’
繋
以
禦
出
告
。
」
「
木

と
は
こ
の
「
挑
人
」
の
こ
と
か
。

3

制
約
客
列
簿
c

〔
劉
欝
〕
議
太
子
丹
仰
喫
す
る
や
、
天
需
に
粟
を
爵
ら
し
、

く
し
、
高
角
を
生
や
し
、
騎
中
の
木
象
肉
足
を
生
や
し
、
井
上

の
株
木
壌
を
銚
度
す
。

俗
説
に
い
ふ
、
燕
太
子
丹
楽
に
質
と
せ
ら
れ
、
始
皇
執
へ
て

之
を
殺
さ
ん
と
欲
し
、
能
く
此
の
瑞
を
致
さ
ば
、
生
活
す
る
を

得
可
し
と
苦
ふ
。
丹
に
禅
譲
有
り
て
、
天
馬
に
感
臆
す
。
是
に

於
て
還
り
て
器
関
せ
し
む
、
と
。

謹
ん
で
按
ず
る
に
、
太
史
記
に
い
ふ
、
燕
太
子
丹
秦
に
質

た
る
に
、
始
皇
之
を
遇
す
る
こ
と
益
ま
す
不
善
な
れ
ば
、
丹
恐

れ
て
と
鱗
す
。
騨
り
て
勇
士
の
荊
軒
と
秦
武
隠
と
を
求
め
、
盤
〈

於
鶏
の
蓄
を
函
し
、
替
充
の
地
圏
を
買
が
し
む
。
秦
玉
大
い
に

悦
び
、
趨
し
て
之
に
見
ゆ
。
畿
一
階
撞
の
間
に
越
き
、
事
敗
れ
て

期
制
約
立
ち
ど
こ
ろ
に
死
す
。
始
皇
大
い
に
怒
り
、
乃
ち
益
ま
す

兵
を
饗
し
て
燕
を
岱
た
し
む
。
燕
王
走
り
て
遼
東
を
保
ち
、
箆

を
し
て
丹
を
新
り
秦
に
器
せ
し
む
る
も
、
燕
亦
た
議
に
滅
ぶ
、

と
。
丹
死
を
畏
れ
て
遊
関
す
る
の
み
。
自
ら
其
の
父
の
毅
す
る

所
と
爵
り
、
手
足
把
結
す
。
安
ん
ぞ
其
の
能
く
粟
を
南
ら
し
め
、

其
の
録
云
去
の
こ
と
在
ら
ん
や
。
其
の
認
の
語
の
有
る
所
以
を

原
ぬ
れ
ば
、
丹
繋
に
土
を
好
み
、
愛
援
す
る
所
無
け
れ
ば
、
故

に
関
閣
の
小
論
之
を
筋
成
す
る
の
み
。
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〔
翠
品
抗
議
訳
〕

俗
説
に
次
の
よ
う
に

の
太
子
丹
が
天
を
部
い
で
嘆
く
と
、
天

し
、
カ
ラ
ス
の

の

人

の

井

一

戸

の

持
団
ら
の
木
に
撲
を
競
び
鍛
え
さ
せ
た
。
の
秦
の
人

震
と
な
っ
た
と
き
、
始
皇
は
彼
を
捕
ら
え
て
殺
そ
う
と
し
、
こ

れ
ら
の
瑞
祥
を
恕
こ
せ
た
ら
生
か
し
て
や
る
と
い
っ
た
。
丹
に

は
霊
妙
な
力
が
あ
っ
た
の
で
、
支
は
そ
れ
に
感
応
し
こ
れ
ら
の

議
祥
を
起
こ
し
て
、
丹
を
燕
に
婦
問
出
さ
せ
て
や
っ
た
の
で
あ
る
。

謹
ん
で
考
究
い
た
し
ま
す
。

『
史
記
』
に
は
「
燕
の
太
子
丹
が
秦
の
人
繋
と
な
る
と
、
仏
仰
向
鼠
思

形
は
彼
の
待
遇
を
ま
す
ま
す
蕗
く
し
た
の
で
、
丹
は
恐
れ
て
燕

に
逃
げ
嫌
っ
た
。
滞
留
す
る
と
勢
十
一
の
荊
抑
制
と
棄
武
騒
を
揺
れ
き
、

籍
に
つ
め
た
繁
於
期
の
首
と
総
省
充
の
地
図
を
繋
が
せ
た
。
泰
一
之

は
大
い
に
組
ん
で
、
議
容
を
通
え
る
礼
を
整
え
て
彼
ら
に
会
っ

た
。
議
鞠
は
二
本
の
設
の
問
問
で
秦
王
に
襲
い
か
か
っ
た
が
、
失

敗
し
そ
の
壌
で
殺
さ
れ
た
。
始
怠
一
帝
は
欝
慈
し
、
兵
を
増
強
し

燕
を
討
っ
た
。
務
主
は
遼
東
に
逃
れ
守
り
、
使
い
を
送
っ
て
丹

を
新
り
、
楽
に
詫
び
を
入
れ
さ
せ
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
務

は
結
局
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
あ
る
。

丹
は
毅
さ
れ
る
の
を
恐
れ
か
ら
逃
げ
帰
っ
た
だ
け
な

の

で

あ

る

。

そ

し

て

患

分

の

父

ら

切

り

離

さ

れ

て

し

ま

っ

た

。

そ

ん

々

を

引

き
恕
こ
す
よ
う
な
カ
が
あ
る
試
ず
が
な
い
。
の
よ
う
な
こ

と
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
捺
臨
を
擦
っ
て
み
る
と
、

実
に
土
を
好
み
厚
遇
し
た
た
め
、
世
間
に
よ
い

の
よ
う
な
粉
飾
し
た
設
が
作
ら
れ
た
の
だ
。

た
ち
v

6 
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王
見
薄
姫
，
内
後
宮
幸
之
’
生
文
帝
H

。一

常
居
宮
額
内
’
不
棄
揖
軍
中
，
茶
代
東
門
。
高
皇
后
八
年
後
九

月
己
謂
タ
即
位
’
就
未
央
’
率
前
鮫
’
下
敷
A
W
Q
G

…
即
位
時
以

昏
夜
’
日
不
再
中
。
文
帝
離
節
品
開
’
米
央
部
殿
歪
審
，
鱗
文
五

采
’
謹
挙
権
壁
暗
唱
’
軒
棲
皆
鶴
以
黄
金
日
’
設
（
勢
不
可
以
警
護

鶏
椎
。
奪
像
好
競
’
不
相
爵
体
。
叉
文
帝
以
後
元
年
六
月
己
亥

崩
未
央
宮
H

’
在
時
一
や
常
藤
政
霊
室
ぉ
，
不
居
明
光
宮
泊
。
及

皇
太
薄
后
以
孝
繁
二
年
四
月
壬
子
第
’
葬
南
稜
。
文
帝
先
太
后

崩
’
不
爵
皇
太
薄
話
持
一
一
一
年
態
。
文
帝
議
漠
家
基
業
初
定
’
重
一

承
軍
蔵
之
後
’
百
姓
新
菟
於
干
支
之
難
。
故
文
帝
宜
臨
鋒
秦
鈴

政
教
，
軽
刑
事
少
’
輿
之
休
息
’
以
像
約
都
欲
自
持
。
初
開
籍

田
’
弱
動
農
耕
桑
’
務
良
之
本
η

。
郎
位
十
齢
年
’
時
五
穀
閥
的
思

熟
’
百
姓
足
’
禽
藤
賢
，
蓄
積
有
録
。
然
文
帝
本
修
費
老
之
雷
同
，

不
甚
好
儒
街
’
其
治
向
滑
油
開
無
議
出
，
以
故
議
繁
淳
序
回
未
穆
’

民
信
米
能
大
化
’
帯
、
溢
能
発
給
’
所
謂
治
安
之
麗
也
。
其
後
旬

奴
敷
犯
塞
’
捜
援
護
境
給
。
寧
子
、
深
入
謹
掠
’
殿
堂
口
北
地
都
尉
’

殺
略
吏
民
’
捺
蕗
老
弱
，
騒
審
産
’
壌
積
繁
’
鏡
騎
至
甘
泉
’

蜂
火
遁
長
安
’
京
都
震
動
’
無
不
憂
議
。
是
時
大
護
輿
材
宮
騒

士
十
鈴
護
軍
長
安
ぉ
o

帝
遺
悉
椙
謹
嬰
撃
匂
奴
’
文
帝
白
勢
兵

主
太
顔
、
代
郡
n
o
由
是
北
護
費
屯
待
戦
’
設
備
備
拐
’
兵
謹

不
解
’
縛
翰
路
欝
’
費
摸
虚
耗
。
間
以
年
識
不
登
’
百
姓
畿
乏
’

’
時
不
升
一
銭
。
前
持
詔
麗
靖
之
矯
孝
一
克

：
吋
太
宗
時
民
賦
四
十
，
隣
獄
四
百
齢
ぉ
品
案
太

宗
時
良
重
犯
法
’
治
理
不
能
過
中
宗
ぉ
之
世
’
地
節
一
元
年
’
天

下
断
獄
図
寓
七
千
鶴
人
’
如
掲
之
一
一
一
一
口
復
不
類
’
前
世
断
獄
皆
以

寓
数
，
不
一
一
一
百
人
。
文
常
即
位
二
十
三
年
’
日
月
薄
舘
ぉ
’
地

数
震
動
’
襲
壌
民
麓
合
’
関
東
二
十
九
山
両
日
崩
’
潰
水
出
ぉ
’

河
決
酸
菜
u
’
大
愚
壊
都
ぉ
’
雨
審
知
挑
李
’
深
者
淳
一
二
尺
’

狩
馬
及
人
皆
生
角
投
’
大
零
？
韓
議
出
。
文
帝
ア
詔
書
臼
：
『
関

者
絵
鶴
不
調
’
日
月
薄
蝕
’
年
穀
不
登
’
大
遊
亭
鐘
銭
鐘
之
害
，

識
見
天
地
’
災
及
蔦
民
o
永
一
相
、
御
史
議
可
以
住
吉
姓
之
念
匁
J
h

推
此
事
類
’
似
不
及
中
京
之
世
，
不
可
以
箆
升
卒
。
」

〔注〕
1

在
位
前
一
八
0
1
一
五
七
。
こ
の
項
、
長
い
の
で
一
一
一
段
に

分
け
る
。

2

在
位
前
三
三
1
七。

3

『
詩
緩
』
大
雄
巻
阿
「
君
子
之
馬
’
既
関
且
融
制
」
鄭
玄
護
「

関
’
習
官
。
」

4

『
護
審
』
百
官
公
鱒
表
上
「
中
盤
校
関
掌
北
軍
盤
門
司
内
’
外

掌
西
域
α」

5

『
史
記
』
孝
文
本
紀
「
上
常
衣
繰
衣
’
所
幸
慎
夫
人
’
令
衣

不
得
曳
地
’
韓
犠
不
得
文
鰭
’
以
一
不
敦
朴
’
矯
天
下
先
。
」



ま
た
時
’t繰
’

衣
懇
無
文
’

前
毅
。注
回
参
照
。

’
身
衣

，
以
窓
機
市
制
矧
’
莞
議
議
席
’
兵
木
無
刃
’

。
」
」
は
米
央
宮
の

6 7 8

孝
文
本
紀
「

鱗
七
日
’
額
一

紅
露
額
縁
官
。

後
子
」
は
綾
子
。

QJV
吋

’
小
紅
十
密
自
’

沼

会

－

a

中
祥
大
祥
以

。
凡
一
二
十
六
日
間
機
仲
間
版
。
」
「

’
邸
中
汝
南
露
光
上
欝

’
孝
文
皇
帝
時
’
居
間
判
光
富
’
ト
齢
制
獄
三
人
よ

問
原
本
、
吋
索
引
均
五
利
器
は
「
謂
」
で
段
を
か
え
る
が
、

呉
樹
平
は
「
議
按
」
を
後
人
の
挿
入
と
し
「
護
按
」
以
下

も
観
向
の
諮
と
す
る
。
こ
れ
に
従
う
。

口
百
人
記
』
外
感
俊
一
家
、
『
謀
議
』
外
感
傍
に
詳
し
い
。

ロ
吋
謀
議
』
文
帝
紀
「
腎
月
己
酉
’
入
代
邸
。
・
：
逢
却
天
子
役
。

群
思
以
次
待
。
龍
太
僕
嬰
、
東
牟
提
輿
居
先
溶
富
’
奉
天

子
法
駕
翠
代
邸
。
皇
帝
郎
日
夕
入
未
央
宮
窃
：
・
譲
坐
前
駿
’

下
詔
乙

qJV 

巻

’
間
間
以
和
民
珍
五
，

と

あ

り

、

こ

の

よ

う

に

で

た
の
は
武
常
と
云
う
o

M

m

「

”hυ 

。
上

競
異
議
所
以
怒
之
故
よ

防
護
』
武
帝
紀
「
太
拐
四
年
秋
’
諮
問
判
光
富
。
」

奪
三
北
宮
「
明
光
富
’
試
潟
市
太
初
四
年
秋
超
’

よ
文
帝
の
・
持
は
ま
だ
明
光
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に
よ
れ
ば
「
顕
籍
回
」
は
繋
誼
の
進
言
に
よ
る
。
「

世
’
削
尉
修
倹
節
’
思
安
否
姓
。
時
民
近
戦
間
関
’
皆

来
’
繋
誼
説
上
回
：
・
0

於
是
上
惑
誼
言
’
始
開
問
籍

耕
以
勤
百
姓
。
」

間
百
人
記
』
趨
警
「
孝
文
即
位
’
有
司
議
欲
定
犠
盤
’
孝
文
好

道
家
之
筆
，
以
露
繁
讃
錦
貌
’
無
益
於
治
’
制
約
化
講
師
門
耳
’

故
寵
去
之
o」

四
一
ー
摩
」
「
序
」
は
学
校
。
『
孟
子
』
藤
文
公
翠
匂
上
「
設
鶏
庫

序
問
時
十
校
以
教
之
。
摩
者
養
也
’
校
者
数
世
’
序
者
射
世
。

裏
目
授
’
殻
自
序
’
縄
自
由
沖
e」

却
孝
文
本
紀
、
文
清
紀
、
倒
奴
俸
に
よ
れ
ば
、
文
帝
時
代
、

旬
奴
の
大
規
模
な
侵
入
は
年
、
十
四
年
、
後
六
の
一
一
一

度
あ
っ
た
。

。，
“

勾
奴
傍
上
「
孝
文
十
盟
年
’

入
額
郡
藤
勝
’
殺
北
地
都
尉
印
’
携
人
民
畜
産
甚
多
・
建

査部
U
賜
。
龍
騎
兵
入
幾
問
中
宮
・
接
騎
至
漉
せ
泉
。
於
是

文
帝
・
：
護
車
千
梁
’
十
議
騎
’
箪
長
安
務
庁
以
鋳
胡
露
。
・
：

大
稜
率
騎
往
撃
担
。
間
息
子
留
翠
内
月
鈴
，
漠
逐
出
袋
一
郎
選
’

不
能
有
所
殺
。
旬
奴
日
以
欝
’
議
入
議
・
殺
略
人
民
甚
患
’

雲
中
、
遼
東
議
甚
’
郡
寓
銭
入
。
議
甘
館
患
之
’
乃
使
捜
選

句
奴
欝
’
閥
単
子
亦
使
雷
戸
報
謝
’
後
一
言
和
親
事
」
「
〈
文
帝

後
六
年
）
勾
奴
復
絶
和
親
’
大
入
上
郡
、
雲
中
各
一
一
一
議
詩
。

所
殺
路
甚
設
。
於
是
議
捜
三
将
軍
軍
屯
北
地
’
代
屯
匂
注
’

麓
屯
飛
弧
口
’
縁
遜
亦
各
堅
守
以
儲
胡
題
。
又
鐙
一
一
一
将
軍
’

家
長
安
西
縮
捌
側
、
潜
北
韓
門
、
欝
上
以
批
機
能
。
説
欝
入
代

句
注
護
’
燦
火
遁
於
甘
泉
、
長
安
。
数
月
’
漠
兵
至
議
’

匂
奴
亦
建
議
’
議
兵
亦
罷
o

後
議
齢
’
文
帝
崩
。
」

幻
勾
奴
俸
上
「
一
主
孝
文
部
生
’
捜
修
和
親
。
其
…
二
年
夏
’
匂

奴
右
翠
玉
入
器
河
南
地
鶏
冠
’
於
是
文
帝
下
詔
臼
：
・
其
議

議
吏
車
競
八
議
詣
一
角
奴
’
選
丞
相
穣
嬰
蒋
撃
右
緊
王
。
右

緊
玉
造
出
家
’
文
帝
泰
太
原
。
是
時
’
済
北
五
皮
’
文
帝

騎
’
議
丞
棺
撃
胡
之
兵
。
」

お
元
索
、
在
位
前
回
九

1
前
三
一
一
一
。
太
宗
は
文
帝
の
廠
号
。

力
説
欝
h

騒
朱
窓
口
丘
主
父
徐
議
終
王
璽
傍
下
「
一
環
掲
之
字

君
爵
’
資
誼
之
曾
孫
也
o

元
帝
初
即
位
’
上
疏
畳
間
得
失
’

召
待
詔
金
馬
門
。
：
・
損
之
封
日
・
：
至
孝
文
皇
帝
’
問
中
間
蹴

土
木
安
・
程
式
行
文
’
則
的
断
獄
数
百
’
民
鼠
四
十
’
了
男
一
一
一

年
龍
一
事
。
・
：
故
詮
露
点
字
文
，
騒
構
太
宗
。
至
孝
武
皇
帝

・
：
期
天
下
新
獄
寓
数
・
民
賦
数
百
乙
『
諜
警
』
荊
法
志
「

至
孝
文
部
栓
：
・
粥
蔀
大
省
’
主
於
箭
獄
四
百
’
有
前
錯
之

嵐。」

お
宣
帝
の
癒
号
、
在
位
前
七
回
1
前
四
九
。

お
吋
謀
議
b

五
行
志
下
之
下
に
は
、
文
帝
の
時
代
、
日
食
は
ニ

年
十
一
月
葵
卯
梅
、
一
二
年
十
月
す
商
略
、
同
十
一
月

γ
卯

-26 



臨
時
、
後
四
年
四
丹

念

au 
η．，
u
 

年
五

の
五
屈

27 28 

五
行
芯
下
之
上

一
民
家
’
殺
人
。

一室
0

・
：
五
年
十
月
’

m門
’
殺
人
ふ

泊
五
行
志
中
之
上
「
文
京
市
後
五
年
六
月
’

生
角
。
」
五
一
円
「

角
在
茸
爵
’

こ
す
よ

mw

五
t

m
川
文
官

位

文

指
い
る
。

〔
部
議
〕

。
L一

る
後
フじ
年
の
詔

文
は
か」
な
り
異
な
イコ
て

に
関
抑
留
し
、
尤
も
護
家
の

ら
れ
、

己
認
タ
却
位
し
、

部
位
の
時
は
昏
衣
を
以
て
す
れ
ば
、

競

す

と

毅

も

、

の
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議
、
軒
撞
皆
飾
る
に
黄
金
を
以
て
す
れ
ば
、
其
の

以
て
維
と
爵
す
べ
か
ら
ず
。
審
と
積
、
好
と
蹴
酬
と
は
、
相
誕
体

せ
ず
。
又
文
帝
後
一
克
年
六
月
己
亥
を
以
て
米
央
笛
に
出
閉
じ
、
殺

り
し
時
一
や
常
宣
室
に
藤
政
し
、
明
光
宮
に
揺
ら
ず
。
皐
太
薄
后

孝
景
二
年
四
月
壬
子
を
以
て
藷
ず
る
に
及
び
、
南
陵
に
葬
ら
る
。

文
帝
太
活
に
先
ん
じ
て
崩
ず
れ
ば
、
皇
太
薄
屈
の
爵
に
一
一
一
年
の

鰻
を
持
せ
ず
。
文
帝
漢
家
の
菜
一
業
初
め
て
定
ま
る
に
議
ひ
、
重

ね
て
章
旗
の
後
を
承
け
、
百
姓
新
た
に
干
支
の
難
を
菟
る
。
故

に
文
帝
国
り
て
秦
鯨
の
政
教
を
穆
め
、
刑
を
軽
く
し
事
少
く
、

之
に
休
患
を
奥
へ
、
像
約
節
欲
を
以
て
自
ら
持
す
を
宜
と
し
、

初
め
て
籍
回
を
開
き
、
制
約
ら
農
耕
桑
を
勧
め
、
民
の
本
を
務
め

し
む
。
却
位
し
て
十
銭
年
、
時
に
五
穀
翠
熟
し
、
百
姓
足
り
、

禽
諜
資
ち
、
蓄
積
飴
り
有
り
。
然
し
て
文
帝
本
よ
り
護
老
の
言

を
鯵
め
、
甚
し
く
辻
儒
街
を
好
ま
ず
、
設
（
の
治
清
帯
無
鶏
を
向

ぶ
。
以
て
の
故
に
議
機
水
淳
序
未
だ
鯵
め
ず
、
民
の
俗
未
だ
大
い

に
化
す
る
能
は
ざ
る
も
、
荷
く
も
温
錨
完
給
な
れ
ば
、
所
謂
治

安
の
留
な
り
。
其
の
後
旬
奴
数
し
ば
塞
を
狛
し
、
護
境
を
侵
擾

す
。
箪
子
深
く
入
り
て
窟
掠
し
、
北
地
蔀
尉
を
賊
警
し
、
吏
民

を
殺
略
し
、
老
開
拐
を
係
欝
し
、
畜
産
を
寝
り
、
積
棄
を
焼
く
。

鰻
続
甘
泉
に
一
主
り
、
嬉
火
長
安
に
遇
ず
。
京
師
震
動
し
、
憂
懇

せ
ざ
る
は
無
し
。
是
の
時
大
い
に
材
官
騎
士
十
鈴
寓
を
護
輿
し

長
安
に
軍
す
。
帝
永
一
組
山
港
嬰
を
し
て
旬
奴
を
撃
た
し
め
、
文
帝

自
ら
兵
を
努
ひ
太
顕
と
代
郡
と
に
至
る
。
楚
れ
’

mり
北
議
に
屯

を
置
き
戦
を
待
ち
、
錆
を
設
け
て
拐
に
備
ふ
。
兵
謹
な
り
て
解

け
ず
、
鱒
輪
銘
騨
し
、
費
損
虚
耗
す
。
因
り
て
年
議
登
ら
ざ
る

を
以
て
、
百
姓
鱗
乏
し
、
穀
擢
常
に
お
五
百
に
至
れ
ば
、
時
に

升
一
銭
な
ら
ず
。
前
の
待
詔
賀
損
之
孝
一
元
患
帝
の
鶏
に
一
一
道
ふ
、

『
太
宗
の
持
民
賦
四
十
、
額
獄
四
百
鈴
』
と
。
案
ず
る
に
太
宗

時
民
法
を
犯
す
を
重
ん
ず
る
も
、
治
理
は
’
中
宗
の
世
を
過
ぐ
る

こ
と
能
は
ず
。
地
節
元
年
、
天
下
の
新
獄
図
寓
七
千
鶴
人
、
摘

之
の
雷
の
如
き
は
複
た
類
な
ら
ず
。
前
肢
の
衝
獄
皆
高
を
以
て

数
ふ
る
に
、
一
一
一
百
人
な
ら
じ
。
文
策
即
位
し
て
二
十
三
年
、
日

月
薄
触
し
、
地
数
し
ば
震
動
し
、
畏
の
麗
舎
を
援
壊
し
、
関
東

の
二
十
九
山
出
向
日
に
崩
れ
、
讃
え
て
水
出
で
、
河
蹴
眠
薬
に
決
れ
、

大
賦
蔀
を
壊
し
、
震
の
桃
李
の
如
き
雨
り
、
深
き
こ
と
厚
一
一
一
尺
、

狗
馬
及
び
人
皆
角
を
生
じ
、
大
一
世
骨
健
轟
あ
り
。
文
式
市
－
詔
蓄
を
下

し
て
臼
く
諮
問
者
陰
陽
不
調
、
日
月
薄
蝕
し
、
年
穀
登
ら
ず
、

大
い
に
阜
蜂
畿
鐙
の
害
に
遭
い
、
議
天
地
に
見
れ
、
災
被
問
民
に

及
ぶ
。
丞
相
御
史
議
し
て
以
て
百
姓
の
悲
を
佐
く
べ
し
』
と
。

批
れ
を
事
類
に
推
し
は
か
る
に
、
中
宗
の
世
に
及
ば
ざ
る
が
似

く
、
以
て
升
卒
と
馬
す
べ
か
ら
ず
」
と
。

〔
現
代
語
訳
〕

前
漢
の
孝
成
帝
は
司
詩
経
』
『
書
経
』
を
好
み
、
古
今
の
審

物
を
通
覧
し
、
朝
廷
の
儀
礼
制
度
に
習
熟
し
、
中
で
も
漢
朝
の
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法
制
や
事
例
を
熟
知
し
て
い
た
。
か
つ
の
鶴
向
に

会
っ
た
お
り
に
尋
ね
た
、
「
俗
世
間
間
に
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
孝
文
皇
帝
は
子
供
の
こ
ろ
案
中
で
育
ち
、
成
長
し
て
物
心

が
つ
く
と
、
父
が
ど
こ
に
い
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
毎
日
代

令
麻
酔
り

の
域
の
東
門
の
外
で
父
を
祭
っ
て
い
た
。
父
高
祖
患
帝
は
し

ば
し
ば
子
換
が
自
分
を
祭
っ
て
い
る
夢
を
み
、
能
い
を
送
っ
て

こ
の
子
供
を
譲
さ
せ
る
と
、
案
の
定
文
帝
が
見
つ
か
り
、
代
王

に
立
て
た
。
の
ち
朝
廷
に
徴
さ
れ
て
京
師
に
到
着
は
し
た
も
の

の
期
躍
に
遅
れ
期
批
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
玉
の
た

め
に
太
畿
が
震
っ
て
再
び
南
中
し
た
た
め
間
開
設
で
き
た
。
天
？
？

と
な
る
と
自
ら
率
先
し
て
鏡
検
に
は
げ
み
、
上
警
が
入
れ
で
あ

っ
た
布
袋
を
集
め
て
蔀
毅
の
雑
離
を
仕
立
て
た
。
常
に
明
光
宮

に
農
て
政
務
を
執
っ
た
。
母
薄
皇
太
后
の
た
め
に
、
礼
の
定
め

る
と
お
り
、
綾
墓
に
組
宋
な
小
麗
を
立
て
そ
の
中
で
土
く
れ
な

投
に
し
て
一
二
年
の
喪
に
撮
し
た
と
こ
ろ
大
講
に
か
か
っ
て
し
ま

い
、
こ
の
こ
と
か
ら
繍
予
が
一
一
一
年
の
授
に
服
す
の
は
不
可
能
と

知
り
、
撮
畿
の
揚
問
問
を
一
二
十
六
日
に
す
る
よ
う
制
度
を
改
め
た
。

天
下
を
治
め
て
升
平
の
世
を
招
き
、
罪
を
裁
い
た
の
は
た
っ
た

の
三
百
人
、
物
錨
は
安
定
し
粟
は
一
升
一
一
銭
だ
っ
た
、
と
い
う

が
、
こ
れ
ら
辻
本
当
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
J

制
問
向
は
答
え
て
去
っ
た
、
昌
明
悶
抗
議
い
ま
す
。
（
謹
ん
で
考
え

ま
す
に
〉
の
高
裡
一
二
年
に
、
鶏
王
豹
が
擦
に
薮
き
楚
に
つ
き

ま
し
た
。
撲
は
大
将
軍
韓
憶
に
豹
を
討
た
せ
、
の
あ
る

薄
夫
人
を
捕
虜
と
し
議
議
に
護
，
送
さ
せ
議
物
部
還
に
入
れ
ま
し

た
。
議
五
は
薄
擢
を
見
て
後
宮
に
入
れ
い
つ
く
し
み
、
文
帝
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
文
帝
は
一
一
年
で
王
者
の
子
と
認
め
ら
れ
常
に

宮
毅
内
に
窟
住
し
て
い
た
の
で
、
議
中
に
捨
て
ら
れ
る
こ
と
は

な
く
、
代
の
案
内
で
父
を
祭
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

文
帝
は
品
太
后
の
八
年
後
九
月
己
蕗
の
夜
却
位
し
、
来
央
官
に

入
り
、
前
殿
に
赴
き
大
教
の
令
を
下
さ
れ
ま
し
た
。

mw設
の
時

間
関
は
夜
暗
い
時
で
あ
り
、
太
騒
が
も
ど
っ
て
再
度
南
中
す
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
文
帝
は
検
約
に
努
め
て
い

た
と
は
い
え
、
来
央
宮
の
前
毅
は
豪
者
、
や
｝
鵠
憎
め
、
五
急
の
露
却

が
擁
さ
れ
、
垂
水
は
す
べ
て
彫
刻
と
玉
で
錦
ら
れ
、
檎
予
は
黄

金
で
鋳
ら
れ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
勢
い
か
ら
し
て
上
撃

を
入
れ
た
布
袋
で
縫
壌
を
つ
く
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。

変
奏
と
後
約
、
議
と
融
機
と
が
共
存
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
議
開
皇
太
后
は
孝
最
殺
の
二
年
四
月
壬
吋
ず
に
議
去
し
〈
文

帝
の
欝
駿
近
く
の
）
階
駿
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
文
帝
は
薄
太
后

よ
り
前
に
織
揮
し
た
の
で
す
か
ら
、
簿
太
后
の
為
に
一
一
一
年
の
喪

に
開
服
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
文
帝
は
基
礎
が
臨
ま
っ
た
ば

か
り
の
漠
王
朝
合
議
承
し
、
た
び
震
な
る
戦
争
の
後
を
承
け
、

人
民
は
戦
乱
に
よ
る
毅
を
や
っ
と
免
れ
た
誌
か
り
で
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
文
帝
は
楽
以
来
の
政
治
と
教
化
を
鯵
正
し
、
淵
別
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を
軽
く
し
事
業
を
少
な
く
し
、
人
民
に
休
息
を
与
え
る
べ

と
考
え
、
倹
約
節
欲
に
よ
っ
て
自
ら
律
し
、
初
め
て
露
間

き
、
自
ら
率
先
し
て
農
耕
養
蚕
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

農
業
と
い
う
本
業
に
務
め
る
よ
う
勧
め
ま
し
た
。
即
位
し
て
十

年
余
り
は
い
つ
も
五
穀
豊
作
で
、
民
の
食
料
は
足
り
、
穀
倉
は

満
ち
て
、
あ
り
余
る
ほ
ど
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
文
帝
は
も
と
も
と
黄
者
の
学
を
修
め
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど

儒
学
を
好
ま
ず
、
治
世
は
簡
明
無
為
を
重
ん
じ
ま
し
た
。
そ
の

た
め
礼
楽
や
学
校
は
設
け
ら
れ
ず
、
民
の
風
俗
は
大
い
に
教
化

さ
れ
る
に
は
歪
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ま
あ
な
ん
と
か
民
は
衣

食
住
が
足
り
て
い
ま
し
た
か
ら
、
治
安
の
国
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
旬
奴
が
し
ば
し
ば
弘
辺
塞
を
襲
い
侵
略
す
る
よ
う
に
な

り
、
単
予
が
中
留
に
諜
く
問
視
入
し
路
奪
し
、
北
地
都
尉
を
殺
し
、

吏
民
を
殺
答
し
、
年
寄
り
も
著
者
も
捕
藤
に
し
、
家
畜
を
駆
り

立
て
て
奪
い
、
貯
蔵
し
て
い
た
食
料
を
境
き
ま
し
た
。
斥
候
の

融
制
兵
が
す
泉
に
や
っ
て
き
て
、
急
を
知
ら
せ
る
熔
火
が
長
安
ま

で
届
き
ま
し
た
。
京
師
は
動
揺
し
、
憂
醸
し
な
い
も
の
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
と
き
、
地
方
守
鶴
兵
や
騎
兵
十
万
余
を
徴

発
し
長
安
に
箪
を
お
さ
、
丞
拐
の
護
嬰
を
派
遣
し
て
旬
奴
を
討

た
せ
、
文
帝
自
ら
太
原
と
代
郡
に
兵
を
労
い
に
赴
き
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
北
方
の
辺
境
に
守
備
兵
を
置
き
臨
戦
態
勢
を
し
き
、

胡
の
侵
入
に
髄
え
ま
し
た
。
兵
は
連
年
退
く
こ
と
泣
で
き
ず
、

の
翰
迭
は
延
々
と
続
き
、
戦
費
を
消
耗
し
ま
し
た
。
さ
ら

物
の
不
作
の
た
め
、
人
民
は
食
議
不
足
で
競
え
、
穀
物
の

笈
入
錨
格
は
一
石
（
百
升
）
五
百
銭
に
高
騰
し
た
の
で
す
か
ら
、

そ
の
当
時
一
升
一
銭
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
先
の
待

詔
貿
摘
之
は
一
冗
帝
の
で
関
に
『
太
宗
（
文
帝
）
の
時
代
民
の
賦

役
は
一
年
に
四
十
日
、
裁
判
は
四
百
余
り
で
し
た
』
と
答
え
ま

し
た
。
考
え
て
み
ま
す
に
、
太
宗
の
時
代
、
民
は
法
を
犯
す
こ

と
を
重
大
に
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
太
宗
の
治
政
は
一
元
帝
の
前

の
中
宗
念
日
一
帝
）
の
時
代
に
護
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
中
宗
の
地
節
一
元
年
（
前
六
九
〉
で
す
ら
、
天
下
で
裁
判
を
受

け
た
も
の
は
臨
万
七
千
人
余
り
で
す
の
で
、
摺
之
の
一
甘
口
は
当
て

に
な
り
ま
せ
ん
。
前
時
代
の
裁
判
数
は
す
べ
て
万
単
位
に
上
る

の
に
、
一
一
一
宙
人
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
文
帝
の
在
位

二
十
三
年
開
に
、
日
食
月
食
も
あ
り
、
し
ば
し
ば
地
震
が
発
生

し
て
民
の
住
居
を
破
壊
し
、
関
東
で
は
二
十
九
の
山
が
…
日
の

う
ち
に
崩
れ
、
堤
防
が
壊
れ
洪
水
が
組
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
黄

河
が
束
郡
の
畿
議
で
決
壊
し
、
大
風
が
各
障
の
都
を
襲
っ
て
破

壊
し
、
桃
李
の
実
ほ
ど
の
議
が
鋒
っ
て
三
尺
余
り
に
積
も
り
、

犬
や
馬
、
人
に
角
が
生
え
た
り
、
夏
に
大
雪
が
跨
っ
た
り
鐘
が

発
生
し
た
り
と
い
う
災
異
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
文
帝
は
そ
の
た

め
司
近
頃
桧
践
の
調
和
が
く
ず
れ
、
日
月
食
が
起
こ
り
、
穀
物

が
稔
ら
ず
、

a照
り
緯
銑
穫
の
金
一
回
一
に
遭
っ
て
い
る
。
私
の
悪
政
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の
罪
が
に
現
れ
、
そ
の
た
め
災
害
が
万
誌
に
及
ん
で
い
る
。

丞
相
と
御
－
史
は
人
民
の
窮
乏
を
救
う
法
を
議
論
せ
よ
』
と
認
を

下
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
豪
か
ら
強
劉
致
し
ま
す
に
、
中
宗
の

設
に
も
及
誌
な
い
よ
う
な
の
で
、
文
帝
の
散
を
升
一
や
と
い
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
」

失向
1 ：上
－－－，田

三五

於
臨
朝
統
政
施
競
メ念、τョ
伺
京日

向
未
及
封

議

之

良

鰐

也

。

，

ぬ

同

議

之

’

吏

士

争

愚

前

’

紫
護
死
力
。
新
首
上
功
’
開
帆
’
下
之
吏
’
向
寛
器
開
持
。

由
是
一
一
円
山
口
之
’
難
得
議
類
、
李
牧
’
不
能
関
也
J
h

及
湾
東
太
守

季
布
8
治
郡
有
欝
’
窃
欲
以
蕗
欝
史
大
夫
。
在
右
或
殻
言
箆
潜

7

’
後
不
摺
’
布
見
欝
去
’
密
関
自
：
明
寵
宰
得
待
罪
河
東
，

’
此
人
必
有
以
毘
歎
題
審
；
既
弼
無
用
’
此
人

〔注〕
議
向
は
宣
帝
、
一
冗
潟
市
、
成
帝
の
一
一
一
代
に
仕
え
た
。

「
，
葉
大
父
趨
人
。
父

1 2 
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罷
賦
’
麗
賦
大
卒
’
民
富
部
府
藤
愛
。

輿
。
：
・
王
乃
令
趨
著
鰐
’
救
之
。
・
：
趨
考
離
兵
撃
之
’

破
秦
箪
。
楽
章
解
而
走
’
議
解
関
輿
之
鶴
市
鶴
a

趨
務

王
賜
著
競
露
馬
騒
君
。
：
・
題
審
於
是
輿
廉
頗
、
関
棺
如
向

佼
。
」
張
簿
之
濡
麗
列
傍
『
漠
議
』
張
潟
汲
鄭
傍
に
は
と
も

に
「
馬
服
」
で
は
な
く
「
李
牧
」
の
名
を
、
挙
げ
て
い
る
0

4

張
関
仲
之
議
麗
列
縛
「
上
既
間
廉
顔
、
李
牧
矯
人
’
良
説
’

間
捧
韓
日
嘩
乎
’
吾
識
不
得
擦
顔
、
李
牧
時
掲
窓
口
符
’
吾

輩
憂
旬
奴
哉
。
震
回
主
臣
，
陛
下
畿
得
策
殿
、
李
牧
’
弗

能
用
也
。
上
怒
’
超
入
禁
中
。
良
久
’
否
唐
譲
自
公
奈
間

最
辱
我
’
濁
無
関
蕗
乎
。
唐
欝
臼
部
人
不
知
恵
議
。
欝
是

之
時
’
匂
奴
新
大
入
朝
那
’
殺
北
地
部
関
m
w
o
上
以
胡
経

矯
意
’
乃
卒
援
問
唐
呂
公
何
以
知
志
向
不
能
用
廉
鎖
、
学
牧

官
。
麿
封
日
：
・
。
」

5

議
接
欝
相
如
列
侍
「
李
牧
者
’
趨
之
北
遜
良
持
母
。
常
居

代
腐
門
’
儒
匂
奴
o

以
梗
宣
霞
吏
’
市
租
皆
翰
入
莫
府
’

爵
士
卒
費
。
目
撃
数
牛
饗
土
’
習
射
騎
’
謹
燦
火
’
多
間

諜
’
厚
遇
戦
士
。
：
・
李
牧
多
爵
奇
観
，
張
在
右
翼
撃
之
’

大
破
殺
旬
奴
十
鈴
議
路
料
。
議
機
龍
’
破
東
胡
’
降
林
胡
’

問
中
子
奔
走
。
其
後
十
銭
歳
’
勾
奴
不
敢
近
趨
透
域
。
」

6

楚
の
入
で
、
任
侠
を
も
っ
て
名
声
が
あ
っ
た
。
攻
羽
の
下

で
し
試
し
ば
高
祖
を
く
る
し
め
た
の
で
、
項
前
仰
が
緩
ん
だ

後
お
尋
ね
者
と
な
っ
た
が
、
殺
鴇
の
濁
氏
、
の
米
氏
ら

の
計
絡
に
よ
り
赦
さ
れ
、
郎
中
に
任
じ
ら
れ
、
文
帝
の
時

河
東
大
守
と
な
っ
た
。
吋
史
記
』
季
布
繋
布
列
傍
台
後
欝
b

季
布
欝
布
田
叔
俸
に
此
の
事
を
載
せ
る
の

7

一
挙
布
嬢
布
図
叔
傍
「
人
又
一
一
一
一
一
一
一
ハ
勇
’
箆
酒
難
近
。
」
藤
劫

日
「
龍
寵
’
醸
酒
也
。
」
部
古
田
「
書
留
瀧
譲
治
時
寵
気
也
。

近
議
酎
近
天
子
爵
大
臣
世
。
」

8

も
と
黄
頭
部
（
来
央
宮
内
の
摘
の
船
頭
。
注
叩
参
照
）
と

し
て
仕
え
て
い
た
。
文
＋
柏
市
が
天
に
上
る
夢
を
み
、
夢
の
中

で
尻
を
押
し
上
げ
て
く
れ
た
人
物
に
彼
が
似
て
い
た
こ
と

か
ら
寵
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
史
記
』
倭
幸
列
傍
吋

滋
議
』
侵
意
俸
に
伝
が
あ
る
。

9
3
幾
審
』
一
段
官
公
騨
表
上
「
邸
中
令
’
秦
官
’
掌
苔
毅
擁
門

戸
’
有
永
一
。
武
帝
太
初
元
年
更
名
光
縁
動
。
・
：
期
門
、
羽

林
地
問
爵
喬
。
・
：
期
門
掌
執
兵
迭
誕
，
式
帝
建
年
一
二
年
初
霞
’

比
部
’
無
関
員
’
多
至
千
人
。
2

一

問
吋
一
一
一
縞
資
圏
』
懇
五
蚤
繍
「
漸
翠
’
在
来
央
富
太
液
池
中
’

高
十
丈
。
漸
’
浸
也
，
書
掲
池
水
所
瀬
。
マ
〈
一
説
’
漸
翠

星
名
’
法
星
以
矯
襲
名
。
来
央
宮
有
槍
池
’
池
中
有
識
蜜
よ

但
し
「
来
央
富
太
液
治
」
は
「
建
章
宮
太
液
池
」
の
誤
り
。

漸
ム
ロ
一
は
土
氷
点
八
｛
隆
治
池
と
建
傘
守
口
太
液
池
の
こ
箆
所
に
あ
っ

た
。
建
家
宮
は
武
帝
に
よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
。
文
帝
は
来
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ム
炎
宮
治
池
－
m
T
の
議
ム
ロ
で
郵
送
を
探
し
あ
て
た
a

日

「

一

笈

山

’

穎

川

入

退

。

：

・

孝

文

時

，
－－－今方
’
輿

2

非
所
以
震
安
也
よ
こ
の
上
競
を
し
た
の
は

太
中
大
夫
の
持
で
は
な
く
、
一
如
氏
沙
か
ら
呼
び
一
反
さ
れ
て
梁

の
太
樽
に
な
っ
た
時
で
あ
る
。

’
鐙
騒
人
塩
。
・
：
文
帝
拐
立
’
・
：
召
以
議

一一

13 
の

14 

っ
て
す主

い張
w 格

女詩

ら
で
あ
っ
て
、

の
こ
と
は
ぎ

」
に
作
る
。
部
古

日
「

〔
劉
議
〕
上

回

く

「

べ

競

令

を

蕗

す

に

於

て

や

何

知
ん
。
」
向
未
だ
封
ふ
る
に
及
。
は
ざ
る
に
、
上
向
に
欝
ふ
、
「
授

爵
帝
の
欝
棒
、
警
欝
治
践
に
し
て
、
親
し
く
先
帯
に
事
へ
、
一
一
一

世
の
得
失
を
露
見
す
。
事
蕃
悪
懇
く
、
如
し
之
を
間
関
知
す
れ
ば
、

其
の
言
騒
す
所
有
る
勿
か
れ
」
と
。
向
日
く
「
文
帝
の
持
政
頼

る
議
失
す
る
も
、
皆
所
講
海
鐙
小
誌
な
る
か
。
審
て
壌
に
て
部

署
に
諮
り
、
中
部
の
鴇
踏
に
問
問
ふ
に
趨
鰐
の
議
類
・
馬
服
を
以

て
す
。
皆
吉
ふ
、
『
今
此
の
人
有
り
と
畿
も
、
用
ひ
る
能
は
ざ

る
な
り
』
と
。
撃
を
議
し
て
去
り
、
禁
中
に
還
鱗
し
て
、
召
し

て
震
を
資
議
す
。
農
相
籾
首
し
て
臨
べ
て
一
首
ふ
、
『
之
を
親
父
に

酷
け
り
、
道
ふ
ら
く
、
擦
顔
・
李
牧
護
持
議
り
て
、
市
認
諾
入

皆
莫
府
に
翰
す
。
関
し
て
趨
王
多
少
を
開
は
ず
。
誌
に
牛
を

撃
ち
溜
を
議
、
ぎ
、
努
ひ
て
士
一
大
夫
に
時
間
ひ
、
資
総
会
に
故
有

り
、
能
く
銭
名
を
立
つ
、
と
。
に
開
く
、

鶏
甫
は
、
謹
の
良
絡
な
り
G

品
開
之
を
埠
ひ
、
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新
首
上
功
す
る
に
、
誤
差
敷
級
あ
れ
ば
、
之
を
吏
に
下
し
、
常

寛
に
罪
に
抵
る
、
と
。
是
に
出
り
て
之
を
言
へ
ば
、
燦
顔
・
李

牧
を
得
る
と
錐
も
、
用
ひ
る
能
は
ざ
る
な
り
』
と
。
河
東
太
守

季
布
、
郡
を
治
め
て
瞥
有
る
に
及
び
、
召
し
て
以
て
締
史
大
夫

と
爵
さ
ん
と
欲
す
。
左
右
或
ひ
は
毅
り
て
使
溜
な
り
と
雷
ひ
、

後
用
ひ
ら
れ
ず
。
布
辞
去
せ
さ
せ
ら
れ
、
自
ら
諜
ベ
て
臼
く
、

『
臣
幸
に
罪
去
、
持
東
に
待
つ
を
得
、
故
無
く
し
て
徴
召
せ
ら
る
。

此
れ
人
に
必
ず
箆
を
以
て
翻
闘
を
欺
く
者
有
ら
ん
。
既
に
し
て
到

れ
試
用
ひ
る
無
し
。
此
れ
人
に
亦
た
以
て
佳
を
殻
慢
す
る
者
有

ら
ん
。
今
一
人
の
蓄
を
以
て
別
ち
之
を
進
め
、
一
人
の
一
一
呂
、
そ
以

て
財
ち
之
を
退
く
。
臣
天
下
に
以
て
朝
廷
の
短
を
見
は
す
も
の

有
る
を
恐
る
る
な
り
』
と
。
上
に
鱗
色
宥
り
。
卒
に
布
を
し
て

宮
に
之
か
し
む
。
太
中
大
夫
部
遁
に
及
び
て
は
円
簡
素
を
以
て
議

す
す

惑
の
際
汁
を
暁
り
て
愛
せ
ら
れ
、
主
親
に
援
へ
、
賜
る
に
翻

郡
の
鍛
山
を
以
て
し
、
鐘
銭
を
得
さ
し
む
。
還
の
私
家
の
富
、

王
者
封
君
に
伴
し
。
叉
微
行
在
爵
し
、
数
し
ば
謹
の
家
に
孝
す
。

文
帝
代
服
し
爵
を
衣
し
、
縦
断
制
帽
を
譲
り
、
駿
馬
に
騎
り
、
侍

中
・
近
距
・
常
侍
・
期
門
の
武
騎
な
従
へ
て
潮
蜜
の
下
に
議

い
の
こ

し
、
馳
せ
て
狐
免
を
射
、
婚
を
果
し
換
を
制
す
。
是
の
時
、

待
詔
の
費
山
諌
め
て
、
以
て
宜
し
く
数
し
ば
郡
関
の
賢
良
の
吏

を
従
へ
て
出
で
て
遊
議
す
べ
か
ら
ず
と
爵
し
、
此
の
人
を
し
て

名
に
負
き
其
の
輿
に
橋
は
ざ
ら
し
む
る
を
重
ん
ず
。
太
中
大

交
関
誼
に
及
び
亦
た
数
し
ば
遊
強
を
止
む
を
陳
ぶ
。
是
の
時
、

誼
と
都
議
と
は
棋
に
持
中
の
間
阿
佐
に
し
て
、
誼
叉
遁
の
人
と
擦

り
な
慈
み
、
数
し
ば
廷
に
て
之
を
議
る
。
是
に
由
り
琉
遂
せ
ら

れ
、
選
さ
れ
て
長
沙
太
簿
と
鋳
る
。
既
に
官
に
之
さ
、
内
に
自

得
せ
ず
。
湘
水
を
渡
る
に
及
び
、
吊
蓄
を
投
じ
て
日
く
『
隣
茸

簿
類
、
日
ぽ
談
窓
を
持
』
と
。
以
て
担
原
の
議
郡
の
殺
に
離
る

を
哀
れ
み
、
十
郎
た
留
り
て
自
ら
都
議
等
の
恕
ふ
る
所
と
爵
る
を

犠
む
な
り
」
と
。

〔
現
代
議
”
訳
〕

成
帝
が
「
私
は
朝
廷
に
臨
ん
で
政
治
を
統
制
し
命
令
を
発
す

る
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
」
と
関
わ
れ
た
。
劉
向
が
答

あ
な
た

え
る
前
に
、
僚
は
劉
向
に
「
校
射
は
私
の
師
で
あ
り
、
長
老
で

博
関
で
あ
る
。
そ
し
て
先
代
の
宣
帝
、
元
帝
に
も
仕
え
、
一
一
一
代

の
政
治
の
諮
問
し
惑
し
な
見
て
い
る
。
事
の
善
悪
に
関
係
な
く
見

開
聞
き
し
て
知
っ
て
い
る
と
お
り
揺
す
こ
と
な
く
言
う
よ
う
に
」

と
云
わ
れ
た
。
劉
向
は
答
え
た
。
「
文
帝
の
時
代
、
政
治
は
や

や
失
敗
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
小
さ
な
過
失
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
か
つ
て
文
帝
は
議
車
に
乗
っ
て
郎
官
の
役
所
に
立
ち
寄

り
、
中
部
の
鵜
唐
に
戦
国
末
の
鵡
の
持
、
廉
頗
と
馬
服
君
語
審

の
こ
と
を
関
か
れ
ま
し
た
。
潟
出
府
は
『
今
こ
の
人
た
ち
が
い
て

も
段
下
は
任
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
』
と
云
い
ま

し
た
。
帝
は
盤
車
を
す
す
め
て
宮
中
に
帰
り
、
梼
唐
を
召
し
だ
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叩
頭
し
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

の
を
開
い
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

の
箪
と
な
る
と
、
市
議
の
議
設
な
ど
の

収
入
は
の
幕
府
に
入
れ
た
が
、
超
王
は
そ
れ
が
い
く

ら
か
は
関
か
な
か
っ
た
。
毎
日
牛
宏
さ
，
は
い
て
諮
を
ふ
る
ま
い
、

土
卒
た
ち
を
労
い
、
ヰ
ナ
鰐
に
は
選
出
仰
に
手
漂
い
褒
賞
を
籍
し
た

の
で
、
勾
奴
を
追
い
払
う
と
い
う
功
騒
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

た
、
と
。
今
私
泣
こ
ん
な
話
を
耳
に
し
ま
し
た
。
寒
中
太
守
の

鶏
尚
は
辺
境
守
欝
の
尚
氏
将
で
、
的
問
奴
が
い
つ
も
塞
を
襲
い
路
奪

を
し
て
い
た
の
を
追
い
払
っ
た
。
後
の
十
一
卒
た
ち
は
先
を
争
っ

て
、
喜
ん
で
死
力
を
尽
く
し
た
が
、
畿
の
新
首
の
数
を
報
告
す

る
の
に
い
く
ら
か
の
間
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
担
当
の
役
人
に

報
告
さ
れ
議
尚
は
罪
に
当
て
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
、
藤
蕗
と
李
牧
を
A
A

寸
手
に
入
れ
ら
れ

て
も
任
用
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
』
と
。
河
東
太

守
の
季
布
は
、
部
に
善
政
宏
し
い
て
名
声
が
揚
が
る
と
、
期
制
経
～

に
召
し
だ
さ
れ
縄
史
大
夫
に
怪
A
得
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
文
帝
の
側
近
に
彼
は
諮
乱
で
あ
る
と
務
っ
た
も
の

が
い
た
た
め
沙
汰
止
み
に
な
り
ま
し
た
。
ザ
潟
γ
布
誌
河
東
に
退
去

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
自
ら
吋
訟
は
幸
い
河
東
で
成
果
が

上
が
ら
ず
お
叱
り
を
繋
る
の
を
待
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ゆ
え

な
く
召
し
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ
と
翠
に
能
力

し
て
叱
資
さ
れ
ま
し
た
。

『
か
よ
う

が
あ
る
と
お
上
の
が
い
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ

う
。
し
か
し
額
一
仇
し
た
ら
任
摺
の
話
は
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
一
五
諮
る
も
の
が
い
た
か
ら
で
ご
ざ
い

ま
し
ょ
う
。
今
一
人
間
の
こ
と
ば
で
在
期
し
、
一
人
の
排

斥
の
こ
と
ば
で
退
け
る
。
わ
た
く
し
は
こ
の
為
に
額
一
絡
を
批
判

す
る
も
の
が
で
る
の
で
誌
と
恐
れ
ま
す
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

文
帝
泣
恥
じ
る
ふ
う
が
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
挙
布
を
経
治
の

河
東
に
婦
ら
せ
ま
し
た
。
佼
占
禁
の
僅
で
あ
っ
た
太
中
大
夫
勢
遺

詩
文
様
の
で
き
も
の
の
騒
を
す
す
っ
て
愛
さ
れ
ま
し
た
。
文
帝

は
欝
通
の
自
分
に
対
す
る
愛
は
最
も
近
い
肉
親
で
あ
る
太
子
に

劣
ら
な
い
と
患
い
、
欝
通
に
閥
均
郡
の
畑
銅
山
を
鶴
り
鏑
銭
の
鋳
造

を
許
さ
れ
た
の
で
、
都
道
の
家
の
財
産
は
主
役
に
も
等
し
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
し
ば
し
ば
お
翠
び
で
欝
過
の
家
を
訪
れ
ま
し

た
。
文
帝
は
萌
識
の
よ
う
な
代
躍
の
賎
や
毛
懇
の
践
と
鰭
予
を

器
用
し
、
駿
馬
に
議
り
、
侍
中
や
側
間
近
、
常
侍
、
期
間
の
議
欝

兵
た
ち
を
従
え
て
来
失
宮
の
地
中
の
瀬
台
の
一
？
に
繰
り
出
し
て

猟
を
し
、
駆
け
回
っ
て
誕
や
ウ
サ
ギ
を
封
、

突
き
刺
し
て
い
、
ま
し
た
。
こ
の
持
、
待
認
の

め
る
よ
う
議
言
し
、
政
に
参
与
す
る
た
め

狩
獄
に
連
れ
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
後
ら
の

を
重
大
携
し
ま
し
た
。
太
中
大
夫
の
繋

猟
な
や
め
る
よ
う
鰭
べ
ま
し
た
。
こ
の
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に
侍
中
の
間
位
で
、
部
通
の
人
柄
を
謙
っ
て
い
た
の
で
、
し
ば

し
ば
朝
廷
で
彼
を
批
判
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
文
僚
に
諜
ま
れ

遠
ざ
け
ら
れ
、
長
沙
太
樽
に
左
遷
さ
れ
ま
し
た
。
住
地
に
赴
く

こ
と
に
な
り
彼
は
不
満
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
瀬
水
を

わ
た
る
と
き
崩
原
を
弔
う
文
を
作
り
『
下
劣
な
人
間
関
が
高
位
に

着
き
、
撮
び
諾
う
者
が
m

開
ゅ
う
よ
う
に
生
き
て
い
る
』
と
述
べ
ま

し
た
。
屈
原
が
議
一
言
に
陥
れ
ら
れ
た
こ
と
を
哀
れ
む
と
と
も
に
、

自
ら
部
通
ら
に
訴
え
ら
れ
た
こ
と
を
犠
ん
だ
の
で
す
。
」

成
帝
日
：
「
英
治
天
下
執
輿
孝
憲
皇
帝
o
」
向
同
日
：
「
中
宗
之

世
’
政
教
明
’
法
令
行
’
遜
境
安
’
密
夷
親
’
翠
子
款
塞
i

’

天
下
殻
富
’
百
姓
康
紫
’
其
治
議
於
太
宗
之
持
。
亦
以
護
遇
旬

奴
箆
服
’
西
夷
和
組
制
告
。
」

上
回
：
「
後
世
皆
一
一
言
文
帝
治
天
下
幾
歪
太
卒
’
其
捧
比
周
成

王
，
此
語
何
従
生
。
」
向
封
印
：
「
生
於
一
一
霞
事
。
文
帝
謹
一
可
一
口
事
者
’

不
傷
其
意
’
群
臣
無
小
大
’
一
殺
し
一
部
使
従
容
一
一
白
，
上
止
翠
麓
之
，

其
言
可
者
稿
蕃
’
不
可
者
喜
笑
荷
己
2
0

一
一
割
問
事
多
褒
之
’
後
人

克
議
文
，
期
以
露
熱
。
世
之
穀
審
’
莫
能
得
繁
’
審
形
者
少
’

龍
欝
者
多
’
或
主
以
無
爵
有
。
故
日
露
、
舜
不
器
其
普
’
築
、

材
不
勝
其
慈
3
0
拙
然
、
討
非
殺
父
蹴
〈
君
也
’
市
世
有
殺
君
父
者
’

人
皆
吉
無
道
如
築
、
討
’
此
不
勝
其
悪
故
。
故
若
文
帝
之
仁
賢
’

’
投
信
護
揚
’
言
其
徳
比
成
主
’
治
幾
太
平
也
。
然

文
帝
之
節
積
約
身
以
率
先
天
下
’
忍
容
一
一
一
一
一
者
’
合
唱
臣
子
之
短
’

此
亦
謹
人
難
及
’
州
問
出
於
孝
宣
皇
帝
者
也
。
如
其
聴
暁
建
議
’

不
忠
数
十
年
事
’
制
持
高
機
’
天
資
治
理
之
材
’
恐
文
帝
亦
旦

不
及
孝
宣
車
帝
。
向
以
矯
如
此
ο

及
至
世
間
言
文
帝
小
生
於
筆

中
’
長
大
祭
代
東
門
外
’
能
者
求
得
之
’
盟
立
爵
代
王
；
敏
嘗

即
位
’
後
期
’
日
蕗
之
再
中
；
築
上
番
勝
機
以
議
前
殿
雄
’
常
臆

暁
光
宮
懇
政
’
露
簿
太
后
持
一
一
一
年
服
’
治
天
下
致
升
卒
’
額
獄

一
二
一
白
人
’
粟
一
升
一
銭
’
凡
此
十
鈴
事
’
皆
俗
入
所
妥
博
’
言

，
或
以
震
前
皆
非
是
。
」
如
劉
向
一
一
一
一
。
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〔注〕

「
（
甘
露
二
年
多
十
二
月
）
旬
奴
呼
韓
邪
閥
単

’
額
奉
麗
珍
朝
三
年
正
月
。
」
部
古
臼
「
款
，

2 
np 
in 
しQ

愛
盛
簿
「
窪
田
陛
下
従
代
来
’
毎
朝
’
部
官
者
上

番
琉
，
未
審
不
止
綾
受
。
其
苦
不
可
用
’
寵
之
’
一
言
可
采
’

来
嘗
不
構
諮
問
。
何
也
’
欲
以
致
天
下
竪
英
土
大
夫
，
日
開

所
不
関
’
以
益
聖
o
」

3
正
失
矯
序
「
孟
軒
一
玄
桑
、
舜
不
勝
其
美
’
祭
、
材
不
勝
其

向
叫
ん
山

0
」

〔
説
読
〕
成
帝
臼
く
「
其
の
天
下
を
治
む
る
は
孝
宣
皇
帝
と
執
輿
ぞ
。



向
自
く
「
中
宗
の
世
、
政
教
明
る
く
、
法
令
行
は
れ
、
遺
境
安

く
、
盟
実
殺
し
み
、
閥
単
子
議
を
款
き
、
天
下
態
富
し
、
百
姓

構
成
察
し
、
其
の
治
太
宗
の
時
に
議
ぐ
。
亦
た
以
て
匂
奴
笈
鰻
し
、

四
夷
和
親
す
る
に
建
議
す
る
な
り
。
」

上
白
く
「
後
世
皆
言
ふ
、
文
帝
天
下
を
治
め
幾
ど
太
卒
に

歪
り
、
首
一
〈
の
議
需
の
成
主
に
比
ぶ
と
。
此
の
語
向
く
従
り
生
ず
」

と
。
向
封
へ
て
臼
く
「
一
言
事
よ
り
生
ず
。
文
帝
事
を
一
一
出
向
ふ
者
を

讃
し
、
笈
ハ
の
窓
を
欝
め
ざ
れ
ば
、
群
臣
小
大
無
く
、
町
齢
ち
従

容
と
し
て
一
一
口
口
ふ
に
至
る
。
上
議
を
止
め
て
之
を
懇
き
、
其
の
一
一
話

可
き
者
は
欝
蕃
し
、
可
か
ら
、
ざ
る
者
は
喜
笑
す
る
の
み
。
事
を

言
ふ
も
の
多
く
之
を
褒
む
れ
ば
、
後
人
議
文
を
見
て
、
別
ち
以

て
然
り
と
鶏
す
。
置
の
毅
響
、
能
く
震
を
得
る
葉
く
、
形
を
審

ら
か
に
す
る
者
少
く
、
欝
に
髄
ふ
者
多
け
れ
ば
、
或
ひ
は
恕
き

を
以
て
有
り
と
惑
す
に
一
会
る
。
故
に
日
く
型
発
舜
其
の
欝
に
勝

へ
ず
、
接
対
築
惑
に
務
へ
ず
』
と
。
築
総
父
と
君
と
を
殺
す
に

非
ざ
る
な
り
、
一
指
し
て
世
に
君
父
を
殺
す
者
有
ら
ば
、
人
皆
無

道
な
る
こ
と
築
討
の
如
し
と
す
。
比
れ
其
の
惑
に
勝
へ
ぎ
る
故

な
り
。
故
に
文
帝
の
仁
緊
の
若
き
は
、
其
の
警
に
勝
へ
ず
、
世

部
褒
議
し
、
英
の
議
成
主
に
比
び
、
治
太
卒
に
幾
し
と
一
一
割
問
ふ
な

り
。
然
れ
ど
も
文
帝
の
節
録
約
身
し
以
て
天
下
に
率
先
し
、
言

ふ
者
を
忍
容
し
、
臣
子
の
短
を
合
唱
す
る
は
、
此
れ
赤
た
遁
人

も
及
び
難
く
、
孝
宣
皇
帝
に
出
づ
る
者
に
刺
似
た
る
な
り
。
其
の

の
事
を
志
れ
ず
、
高
撲
を
制
持
す
る
が
郊

き
は
、
の
材
に
し
て
、
恐
ら
く
文
帝
は
亦
た
孝
笠
皇

帝
に
及
ざ
る
に
立
し
。
向
以
て
此
く
の
如
し
と
識
す
。
世
間

の
吋
文
帝
小
く
し
て
壌
中
に
生
ひ
、
長
大
し
て
代
の
東
門
の
外

に
祭
る
。
使
者
求
め
て
之
を
得
、
岡
山
り
て
立
て
て
代
主
と
惑
し
、

識
さ
れ
蓄
に
即
位
す
べ
き
に
、
期
に
後
れ
、
自
之
が
議
に
一
得
び

中
す
。
上
警
の
議
を
集
め
て
以
て
前
殿
の
維
と
議
し
、
常
に
明

光
富
に
居
り
て
護
政
し
、
務
太
話
の
鶏
に
三
年
の
開
慨
を
持
し
、

天
下
を
治
め
て
升
一
ゃ
を
致
し
、
額
額
一
一
一
百
人
、
索
一
升
一
銭
』

と
一
一
吉
ふ
に
一
怠
る
に
及
び
て
は
、
凡
そ
説
十
銭
率
、
皆
信
人
の
安

り
に
樽
へ
る
用
に
し
て
、
世
一
口
其
の
欝
を
過
ぎ
縛
舎
に
及
ぶ
。
或

ひ
は
以
て
前
に
皆
是
に
非
ず
と
鶏
す
」
と
。
劉
向
の
一
言
ふ
が
如

し。〔
現
代
語
訳
〕

成
帝
が
「
天
下
を
治
め
る
こ
と
で
は
文
帝
と
宣
帝
と
で
は
ど

ち
ら
が
鐙
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
関
う
と
、
制
創
出
向
は
答
え
た
o

zム
一
小
（
白
日
一
帝
）
の
時
代
は
、
政
治
敦
北
は
遊
切
に
行
わ
れ
て

法
令
も
遵
守
さ
れ
、
辺
境
地
帯
も
平
謡
、
間
方
の
袈
族
は
友
好

的
で
、
勾
奴
の
単
予
は
臣
従
を
求
め
て
辺
塞
の
門
を
叩
き
に
き

ま
し
た
。
十
一
人
一
「
誌
富
み
栄
え
、
人
民
は
安
楽
に
馨
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
治
設
は
太
宗
（
文
帝
）
の
時
代
よ
り
譲
れ
て
い
ま
し

た
し
、
ま
た
鈎
奴
が
来
部
制
服
従
し
、
田
方
の
議
族
が
和
睦
す
る
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と
き
に
巡
り
合
わ
せ
ま
し
た
。
」

成
常
、
が
「
後
没
の
人
々
は
皆
、
文
帝
の
治
政
に
よ
っ
て
天

下
は
ほ
と
ん
ど
太
平
の
設
に
近
づ
き
、
そ
の
穂
は
閣
の
成
王
に

並
ぶ
と
い
う
が
、
こ
の
一
言
葉
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
か
」

と
問
う
と
、
部
向
は
替
え
た
。
「
政
事
へ
の
進
一
言
藤
一
言
を
受
け

入
れ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
文
帝
は
進
言
す
る
も
の
を

礼
遇
し
、
彼
ら
の
志
を
傷
つ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
群
箆
た
ち
は

地
位
の
高
抵
に
関
ら
ず
、
心
援
き
な
く
進
設
し
ま
し
た
。
帝
は

翠
率
を
止
め
て
彼
ら
の
進
一
吉
田
を
聴
き
、
そ
の
意
見
が
良
け
れ
ば

称
賛
し
、
良
く
な
け
れ
ば
笑
っ
て
収
め
ま
し
た
。
準
設
す
る
者

た
ち
の
多
く
が
こ
の
姿
勢
を
褒
め
ま
し
た
の
で
、
後
世
の
人
々

が
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
警
き
接
さ
れ
た
文
設
を
見
て
、
そ

う
患
っ
た
の
で
す
。
世
間
で
の
接
、
替
は
業
構
を
言
い
当
て
て
い

る
も
の
は
な
く
、
事
実
を
確
か
め
る
者
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、

評
判
を
鵜
雰
み
に
す
る
者
が
多
い
の
で
、
無
か
っ
た
も
の
が
有

っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
だ
か
ら
一
J

商
品
舜
ほ
ど
善

い
も
の
は
な
く
、
築
材
ほ
ど
惑
い
も
の
は
な
い
』
と
云
う
一
一
霊
祭

が
あ
る
の
で
す
。
一
反
の
禁
王
と
段
の
材
王
は
父
と
主
君
を
殺
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
間
で
誰
か
父
と
主
一
君
を
殺
す

と
、
人
々
は
皆
そ
の
入
の
こ
と
を
紫
紺
の
よ
う
に
無
道
だ
、
と

一
一
回
開
い
ま
す
。
そ
れ
は
築
材
ほ
ど
患
い
も
の
は
い
な
い
か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
文
帝
の
に
棄
も
そ
れ
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
さ
れ
、

そ
の
徳
は
掲
の
成
ま
に
並
び
、
そ
の
治
世
は
太
平
の
世
に
近
い
、

と
言
わ
れ
る
の
で
す
。
と
は
い
え
、
文
帝
が
天
下
に
率
先
し
て

倹
約
し
身
を
壊
し
み
、
忍
ん
で
進
一
言
藤
一
言
を
受
容
し
、
自
分
の

臣
下
や
子
の
短
所
、
を
飲
み
込
ん
で
荒
立
て
る
こ
と
を
し
な
か
っ

た
の
は
、
や
は
り
治
政
に
通
じ
た
人
で
も
ま
ね
で
き
ず
、
官
一
帝

よ
り
護
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
宣
帝
の
聡
明
で
先
の
こ
と

を
見
通
し
、
過
去
数
十
年
の
こ
と
ち
忘
れ
ず
、
天
下
の
重
要
事

項
を
決
定
す
る
カ
は
、
天
賦
の
治
政
の
才
と
い
う
も
の
で
、
恐

ら
く
文
帝
は
宣
帝
に
か
な
わ
な
い
で
し
ょ
う
。
私
向
は
こ
の
よ

う
に
患
い
ま
す
。
世
間
で
明
文
帝
は
子
供
の
こ
ろ
筆
中
で
育
ち
、

ま
ち

成
長
し
て
か
ら
代
の
域
の
東
門
の
外
で
父
を
祭
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
父
高
祖
の
使
者
が
捜
し
あ
て
代
王
に
立
て
た
。
の
ち
即

位
す
る
た
め
に
朝
廷
に
激
さ
れ
、
期
限
に
遅
れ
た
が
、
太
揚
が

王
の
た
め
に
一
決
っ
て
一
件
び
南
中
し
た
た
め
即
位
で
き
た
。
上
書

が
入
れ
で
あ
っ
た
布
袋
を
集
め
て
前
簸
の
雑
緩
を
仕
立
て
、
常

に
明
光
宮
に
農
て
政
務
を
執
り
、
母
薄
皇
太
后
の
た
め
に
、
一
二

年
の
喪
に
撮
し
、
天
下
を
治
め
て
、
罪
を
裁
い
た
の
は
た
っ
た

の
三
百
人
、
棄
は
一
升
一
銭
だ
っ
た
』
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、

す
べ
て
こ
れ
ら
十
余
り
の
こ
と
は
、
皆
俗
人
が
で
た
ら
め
に
伝

え
、
事
実
を
誇
張
し
無
理
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
、
恐
ら

く
本
当
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
」

劉
向
の
一
言
う
と
お
り
で
あ
る
。
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8 夫
’

o

劉
向
少
時
日

於
事
及
類
詩
人
’
管
一
玄
類
口
讃
儲
静
’
不
能
持
議
’

詩
説
’
故
令
後
世
多
博
欝
者
。
需
揚
雄
β

亦
以
議
鰐
言
不
純
翻
’

行
不
錦
繍
間
’
笠
〈
流
思
議
審
議
如
泌
告
。
然
問
問
時
間
以
名
議
葉
蜜
’

以
禁
僚
議
多
端
’
不
名
一
行
’
藤
諮
似
鐙
，
不
欝
叡
智
’
正
競

似
護
’
議
議
組
関
憾
。
非
夷
、
開
w翠
ぉ
’
茶
器
謹
之
議

乎
。
朔
之
議
出
ω

’
行
於
笈
盤
克
牧
翠
’

〔設〕
1 2 3 6 7 

39 

8 

一「



折
獄
者
其
由
也
輿
。
子
路
無
措
諾
。
」
何
委
集
解
ぺ

譲
也
。
子
路
篤
信
’
恐
鵠
時
多
故
’
故
不
議
諾
乙

は
躍
度
控
に
加
え
て
劉
散
と
劉
散
が
先
進
鱗
の
「

勇
」
と
す
る
の
を
引
く
。
先
進
欝
「
子
路
市
中
欝
部

乗
之
盟
’
議
乎
大
詔
之
間
’
加
之
以
邸
蕊
’
関
之
以
蟻
銭
。

由
也
矯
之
’
比
及
一
一
一
年
’
可
鏡
有
勢
’
立
知
方
也
。
夫
子

噛
之
。
」
後
者
を
採
る
。

9
部
吉
田
「
孟
震
’
衛
人
’
古
之
勇
士
官
。
戸
子
説
云
入
謂

孟
質
生
乎
’
田
勇
。
葉
乎
’
日
勇
e

富
乎
’
日
勢
。
三
者

人
之
所
難
’
市
皆
不
足
以
易
勇
’
故
能
額
三
軍
’
続
猛
獣

也。」

山
部
古
田
「
王
子
麗
忌
也
。
射
之
’
矢
瀦
把
不
能
中
’
騒
篤

迫
之
不
能
及
也
α
」

日
『
史
記
』
管
委
列
簿
「
管
仲
田
吾
始
臨
時
，
簿
輿
飽
絞
翠
’

分
財
利
多
自
輿
’
飽
叔
不
以
我
鶏
食
’
知
我
食
塩
a
」

臼
『
荘
子
b

盗
路
議
「
庭
生
輿
女
子
期
於
梁
下
’
女
子
不
来
’

水
吏
不
去
’
指
梁
柱
部
死
。
」

日
東
方
朔
俸
「
朔
欝
歪
太
中
大
夫
’
後
常
爵
邸
，
興
枚
南
端
、

郭
舎
人
倶
在
在
右
’
該
縄
開
5
0
久
之
’
朔
上
審
陳
幾
戟

彊
爵
之
計
’
国
自
訟
濁
不
得
大
官
’
欲
求
試
用
。
設
（
言
専

商
鞍
、
韓
非
之
一
詰
也
’
指
窓
放
蕩
’
頗
復
萩
諾
’
欝
数
寓

’
終
不
見
用
。
」

リ
け
「
劉
向
少
時
」
か
ら
「
後
之
印
刷
官
学
者
’

之
茸
」
ま
で
、
東
方
期
俸
の
賛
に
拠
る
c

日
句
法
制
ご
識
饗
「
世
稽
東
方
生
之
盛
也
’
’
行
不

純
表
’
其
流
風
遺
書
’
蔑
如
也
0

・
：
或
潤
東
方
生
名
過
費

者
鰐
也
。
臼
謄
諮
、
不
窮
、
正
議
、
後
徳
’
藤
諮
似
穫
’

不
欝
似
哲
’
正
一
諌
似
直
，
犠
徳
叡
露
。
諮
問
名
。
思
議
還
。

惑
比
。
白
非
夷
、
競
円
高
是
椀
下
悪
’
戒
其
子
以
倫
容
’
首

揚
揚
拙
’
柱
一
ト
篤
工
’
錨
食
安
坐
’
以
仕
易
農
’
依
議
玩

世
’
設
時
不
逢
’
其
滑
稽
之
雄
乎
。
」

同
部
古
田
「
一
す
一
向
辞
意
浅
薄
’
不
足
稽
也
。
」

打
殴
の
孤
竹
震
の
子
。
周
の
武
主
が
殺
の
約
五
を
討
っ
た
の

ち
首
鴎
山
に
隠
れ
餓
死
し
た
。
態
別
則
自
「
伯
夷
、
叔
資
不

食
関
粟
’
餓
死
普
湯
山
’
魚
拙
o
」

問
春
秋
魯
の
大
夫
時
間
獲
、
字
季
又
字
禽
、
詰
恵
。
食
邑
が
柳

下
で
あ
っ
た
の
で
柳
下
惑
と
呼
ば
れ
る
。
『
論
議
開
』
微
子
篤

「
逸
民
’
的
夷
、
叔
費
、
議
件
、
夷
逸
、
朱
張
、
柳
下
慈
、

少
連
。
子
日
不
降
禁
士
也
、
不
辱
其
身
’
伯
夷
、
叔
線
内
輿
e

謡
柳
下
慈
、
少
謹
，
降
志
辱
身
失
。
」
『
孟
子
』
寓
章
意
匂

下
「
榔
下
慈
不
曲
一
品
汗
君
’
不
離
小
宮
’
準
不
隠
緊
’
必
以

其
蓮
’
議
侠
而
不
怨
’
隠
窮
商
不
髄
’
輿
嬬
人
麗
・
由
由

然
不
忍
去
也
e

蘇
露
爾
’
我
爵
我
’
離
担
揚
探
窪
於
我
側
’

欝
鷲
能
漁
我
哉
。
故
罷
柳
下
憲
之
風
者
’
静
夫
寛
’
薄
夫

ど＜JO



19 20 

，
邸
入
取
欽
緊
之
o」

ふ
せ
た
器
の
や
に
開
略
さ
れ
て
い
る
も
の
安
当
て

「

り后 〔

詩II
議絡協
りにと~ 1.愛
- f愛
射
器
物

の
事
浮
漫
な
れ
ば
、

ぎ
る
な
し
。
一
期
し
て
後
の

り
之
に
前
審
ー
す
る
の
み
、
と
。

こ
と
在
ら
ん
や
c

11 



〔
現
托
語
訳
〕

俗
世
…
関
で
は
、
東
方
朔
は
太
白
金
一
星
の
精
で
、
に
仕

え
た
風
活
で
あ
り
、
発
の
時
は
そ
の
締
で
あ
っ
た
務
成
予
で
あ

り
、
周
の
時
は
老
子
、
越
で
は
匂
銭
に
仕
え
た
沼
露
で
あ
り
、

そ
の
後
斉
に
移
っ
て
鵠
夷
子
皮
と
名
乗
っ
た
、
と
一
一
お
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
彼
の
能
力
は
神
聖
で
覇
王
の
業
を
補
佐
す
る
こ
と

が
で
き
、
常
に
姿
を
変
え
て
一
定
し
な
い
、
と
一
夜
わ
れ
る
。

謹
ん
で
考
究
い
た
し
ま
す
。

『
漢
書
』
東
方
朔
信
に
次
の
よ
う
に
云
う
、
「
東
方
朔
は
平
原

郡
の
人
で
あ
る
。
孝
武
皇
帝
の
時
、
緊
良
の
士
と
文
学
の
士
を

朝
廷
に
招
き
、
通
常
の
附
順
序
に
関
ら
ず
按
躍
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
全
閣
の
多
く
の
士
が
帝
に
政
策
を
論
じ
る
文

警
を
奉
り
、
自
分
の
こ
と
を
誇
大
に
言
い
立
て
て
売
り
込
ん
だ
。

そ
こ
で
朔
も
都
に
上
り
自
蕗
の
文
書
を
奉
り
『
十
二
識
で
父
を

亡
く
し
、
兄
夫
婦
に
養
育
さ
れ
ま
し
た
。
十
一
一
一
の
年
に
審
物
を

学
び
始
め
、
十
四
で
剣
を
学
び
、
十
六
で
詩
を
そ
ら
ん
じ
、
十

九
で
孫
子
と
呉
起
の
兵
法
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
常
に
子
賂
の

政
治
へ
の
抱
負
に
感
服
し
て
お
り
ま
す
。
臣
朔
は
現
在
年
二
十

三
で
、
身
の
丈
九
尺
三
寸
（
約
一
一
一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、

自
は
真
球
を
懸
け
た
よ
う
に
、
爾
は
只
を
繍
ん
だ
よ
う
に
美
し

く
、
孟
賞
の
よ
う
に
勇
敢
で
、
農
忌
の
よ
う
に
す
ば
や
く
、
鰭

叔
の
よ
う
に
清
廉
で
、
尾
生
の
よ
う
に
信
義
を
重
ん
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
天
子
の
大
臣
と
し
て
お
仕
え
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
』
と
述
べ
た
。
期
の
文
章
は
不
遜
で

自
分
の
こ
と
を
高
く
褒
め
上
げ
て
い
た
。
そ
の
た
め
常
は
援
れ

た
人
物
と
評
価
し
、
だ
ん
だ
ん
と
身
近
に
蜜
き
可
愛
が
っ
た
。

官
は
太
中
大
夫
に
ま
で
上
っ
た
が
、
南
市
は
俳
優
と
し
て
傍
に
お

く
だ
け
で
、
障
政
に
は
関
与
で
き
な
か
っ
た
勺
ま
た
賛
に
は

以
下
の
よ
う
な
劉
向
の
言
葉
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
私
は
若

い
こ
ろ
、
物
事
に
よ
く
通
暁
し
た
長
老
で
朔
と
時
を
同
じ
く
し

た
人
た
ち
に
し
ば
し
ば
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
皆
司
朔
は

諮
一
蕗
が
う
ま
く
能
弁
で
あ
っ
た
が
、
し
っ
か
り
し
た
主
張
を
保

つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
凡
俗
の
た
め
に
故
事
を
伝

え
解
説
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
た
め
、
後
世
に
彼
の
一
言
行
を
伝

え
る
も
の
が
多
い
の
で
す
』
と
言
っ
て
い
た
。
そ
し
て
揚
雄
も
、

『
朔
は
、
一
言
論
は
雑
多
な
学
簡
を
取
り
入
れ
、
行
動
も
常
に
穂

に
則
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
彼
の
後
世
へ
の
影

響
や
遺
著
は
浅
薄
で
取
る
に
足
り
な
い
も
の
だ
。
そ
れ
な
の
に

実
際
以
上
に
名
声
が
高
い
の
は
、
そ
の
諮
諮
が
自
在
で
、
一
つ

の
評
価
で
納
ま
り
き
る
も
の
で
な
い
か
ら
だ
。
す
な
わ
ち
、
し

ゃ
れ
の
効
い
た
応
対
は
俳
鐙
の
よ
う
で
あ
り
、
窮
す
る
こ
と
が

な
い
の
は
智
者
の
よ
う
で
あ
り
、
真
直
ぐ
に
帝
に
諌
言
し
た
こ

せ
い
お
よ
く

と
で
は
正
誼
の
症
の
よ
う
で
あ
り
、
行
い
を
懐
ま
な
か
っ
た

こ
と
で
は
臆
者
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
ら
だ
。
彼
は
義
の
た
め



に
銭
死
し
た
佑
夷
・
叔
斉
の
生
き
方
を
否
定
し
、
汚
君
に
仕
え

て
恥
と
し
な
か
っ
た
椀
下
患
の
生
き
方
を
肯
定
し
た
。
ま
さ
し

ゐ
て
も
の

く
滑
議
の
殺
な
の
だ
』
と
評
し
て
い
る
。
朔
の
占
い
や
射
壌

は
、
あ
さ
は
か
な
こ
と
な
の
で
、
多
く
の
子
供
や
牧
議
一
た
ち
に

伝
え
広
が
り
、
み
な
舷
惑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
後
世
の

こ
と
が
あ
る
と
そ
れ
在
取
り
上
げ

仮
託
し
た
の
だ
。

そ

の

よ

う

な

東

方

ど

う

し

て

品

で

鶴
佐
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
よ
う
か
む

の
帝
王
の

8 

議
議
壬
安
持
品
別

1 2 3 
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宅

ψ
局一

二
人
と
と
も
に
父
の
封
揺
を

発
覚
し
て
自
た
。
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仙
薬
有
鈴
’
犬
穀
食
之
・
並
随
王
而
升
天
也
ο
」

5
『
漢
醤
』
准
南
街
山
湾
北
王
傍
「
准
南
王
安
鶏
s

琴
，
不
審
℃
議
拘
馬
馳
闘
柿
’
亦
欲
以
行
詮
纏
前
額
百
姓
’

流
名
饗
。
招
致
蜜
客
方
街
之
士
数
千
人
’
作
議
内
醤
二
十

一
議
’
外
警
甚
京
’
叉
有
中
露
八
巻
，
雷
神
的
資
自
之
衛
’

亦
ニ
十
銭
高
言
。
時
武
帝
方
好
葱
文
’
以
安
麗
鶏
藷
父
’

韓
博
蕃
詩
文
欝
’
甘
器
等
霊
之
o
」

6

准
南
街
山
湾
北
王
傍
「
於
是
王
鏡
欲
護
’
乃
令
官
奴
入
宮

中
’
作
皇
帝
撃
’
丞
相
、
御
史
大
夫
、
持
筆
、
吏
中
二
千

石
、
都
宮
令
、
悉
印
’
及
努
泣
郡
太
守
、
都
別
刷
印
，
漢
使

館
法
露
。
」
師
古
田
「
法
冠
’
御
史
冠
也
。
本
楚
王
冠
’
楽

滅
楚
’
以
其
君
冠
賜
制
御
史
。
」

7

『
漢
醤
』
景
十
三
王
停
に
伝
有
り
。
い
訟
を
盾
に
身
を
守
り
、

他
人
を
一
諜
告
し
て
罪
に
陥
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
α

8

小
竹
武
夫
訳
『
渓
番
』
注
は
「
欝
参
の
友
孫
密
議
か
」
と

い
V70

9

『
春
秋
公
学
傍
h

昭
公
元
年
俸
「
今
特
務
’
認
易
震
輿
親

試
者
向
。
君
親
無
終
’
持
前
必
誘
鷲
は

mw

公
孫
弘
と
張
湯
。
と
も
に
『
渓
審
』
に
伝
有
り
。

日
没
南
欝
山
湾
北
王
簿
「
趨
王
彰
組
、
列
畏
譲
等
四
十
一
一
一
人

皆
田
准
南
五
安
大
逆
無
選
’
謀
反
明
自
’
雷
伏
議
。
勝
西

玉
端
畿
日
安
藤
法
度
’
…
行
部
地
計
，
有
詐
鵠
心
’
以
範
天
下
’

’
時
間
幹
京
鱗
’
妥
作
妖
言
。
春
秋
田
霞
器
終
’

o

安
罪
重
於
持
’
謀
反
形
日
定
。
箆
端
所
見
茶
番

印
関
及
官
逆
亡
道
事
駿
明
自
’
雷
伏
法
0

・
：
忍
栢
弘
、
経

叫
邸
湯
等
以
開
’
上
使
宗
正
以
符
節
治
玉
。
来
至
，
安
向
同
刑

殺
。
話
、
太
子
諸
所
輿
謀
皆
牧
夷
。
関
除
鶏
九
江
郡
。
」

〔
割
譲
〕

信
読
に
い
ふ
、
推
南
王
安
賓
客
方
舗
の
士
数
千
人
を
招
致
し
、

鴻
賛
苑
秘
枕
中
の
蓄
を
作
り
、
黄
白
を
鐙
成
し
、
自
日
升
天
す
、

シ」。

->}LJ 

謹
ん
で
按
ず
る
に
、
い
ふ
、
准
南
王
安
天
変
辞
博
、

普
く
文
欝
を
爵
し
、
孝
武
諸
父
に
露
す
る
を
以
て
、
甚
だ
之
を

鎗
ぶ
。
方
技
琵
迂
の
人
を
招
募
し
、
神
佑
黄
自
の
事
を
述
べ
、

対
揮
さ
力
臨
し
、
能
く
成
獲
す
る
こ
と
無
し
。
乃
ち
叛
惑
を
謀

り
、
皇
帝
の
璽
、
丞
相
・
持
軍
・
大
夫
日
下
の
印
を
却
し
、
漢

の
使
の
符
節
法
冠
あ
り
。
越
主
務
超
・
列
侯
譲
等
議
し
て
自
く
、

「
安
法
を
躍
し
、
部
僻
を
行
ひ
、
詐
協
の
心
、
以
て
天
下
を
範

し
、
百
姓
を
督
惑
し
、
宗
鰯
に
背
践
す
。
春
秋
に
『
絡
に
せ
ん

と
す
は
無
く
、
持
に
せ
ん
と
す
れ
ば
一
印
し
て
必
ず
訴
す
』
と
い

ふ
。
安
の
罪
符
に
せ
ん
と
す
る
よ
り
重
く
、
反
の
形
己
に
定
ま

る
。
闘
蓄
印
及
び
地
の
逆
無
道
の
事
の
験
し
明
自
な
り
」
と
。

丞
相
の
弘
・
廷
尉
の
湯
以
て
関
す
。
上
宗
正
を
し
て
符
節
を
以

て
王
を
治
め
し
む
。
安
自
殺
し
、
太
子
と
諮
の
諜
に
興
る
所
皆



段
め
夷
ぎ
、

し
、
震
と
輿
に
之
を
繋
つ
る
に
、
安
ん
の
能
く
持
的
た
る

こ
と
在
ら
ん
や
。
安
の
議
ふ
摂
の
士
、
或
ひ

の
此
く
の
如
き
を
聡
ぢ
、
留
り
て
飾
り

へ
行
は
る
の
み
。

の
土

と

い

の

警

を

つ

く

り

、

円
天
に
昇
っ
た
、
と
い
う
。

で
考
究
い
た
し
ま
す
。

同
に
次
の
よ
う
に
警
か
れ
て
い
る
。
「
議
南
王
制
割
安
は
、

天
性
能
弁
博
学
で
、
文
章
の
才
能
が
あ
っ
た
。
武
帝
は
、
彼
が

父
の
世
代
に
当
た
る
の
で
た
い
そ
う
尊
重
し
て
い
た
。
方
捺
や

罷
し
い
技
を
箆
う
人
々
を
詔
き
寄
せ
、
一
神
仙
に
な
る
こ
と
や
金

銭
の
鋳
迭
を
試
み
て
、
疑
カ
も
気
力
も
捷
い
果
た
し
た
の
に
、

何
の
成
果
、
も
上
一
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
皮
逆
を
譲
り
、
皇

帝
の
玉
璽
、
悉
拐
、
将
軍
、
大
夫
以
下
の
印
、
漢
の
読
者
の
阿
部

符
手
形
、
解
史
の
冠
な
ど
を
偽
造
し
た
。
超
王
制
問
静
組
と
間
内
侯

の
鶴
間
ら
が
彼
の
葬
会
｝
議
論
し
て
寄
っ
た
。
円
安
は
法
を
麗
し
、

邪
惑
を
行
い
、
散
の
や
を
欺
く
心
を
機
き
、
天
下
を
乱
し
、
人

民
を
惑
わ
し
、
議
識
に
薮
き
ま
し
た
。
春
秋
に
「
棋
逆
未
遂
は

無
い
。
で
あ
っ
て
も
必
ず
数
殺
す
る
」
と
あ
り
ま
す
c

安

の
形
は
ず
で

の

そ

の

他

の

大

』
丞
相
の
公
揺
弘
と
珪
射
の

し
た
。
帝
は
宗
正
に
天
子
の
割
符
や
せ

南
五
捕
さ
せ
た
が
、
そ
の
訴
に
安
は
自
殺
た
。

王
の
太
子
と
、
共
謀
し
た
者
た
ち
は
み
な
逮
議
さ
れ
越
期
さ
れ

た
。
港
高
麗
は
散
り
議
さ
れ
九
江
訴
と
な
っ
た
J

議
南
王
安
は
自
ら
自
刃
で
ム
却
を
総
ち
、
地
の
大
勢
の
仲
間
と

と
も
に
市
に
棄
て
ら
れ
た
の
に
、
ど
う
し
て
神
的
と
な
っ
て
升

天
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
お
そ
ら
く
安
が
譲
っ
て
い
た
食

客
の
う
ち
揮
を
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
た
者
た
ち
が
、
こ
の
よ
う

な
結
求
に
な
っ
た
の
を
恥
じ
て
、
安
の
最
期
を
粉
飾
し
て
で
た

ら
め
な
一
寄
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
後
世
の
人
々
が
吠
え
立
て

て
そ
れ
が
訴
わ
っ
た
だ
け
な
の
だ
。
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